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２．研究の進捗状況 １．研究計画の概要 
本研究では、国家の中の先住民族と主流社

会の関係の中でも、多様性の中でのコンセン
サスという課題がもっとも顕著なかたちで
現れているカナダのメイティおよびヌナブ
ト準州のイヌイト、アラスカ州のイヌピアト
が行なっている捕鯨活動、メキシコ政府の施
策が先住民へ及ぼす影響、中国の少数民族政
策、聖地の観光と開発をめぐり先住民族と国
家の関係が緊迫しているオーストラリア、気
候変動の影響による資源開発問題で揺れて
いるグリーンランド、カナダ・オーストラリ
ア・ニュージーランド、米国（CANZUS）の先
住民政策とは異なる北欧 3カ国のサーミを対
象に実地調査、そして北米先住民が自ら行な
う文筆活動の文献調査を行なう。以上の諸地
域や課題は、それぞれ歴史的背景、現在の状
況は異なるものの、先住民族の異化と同化を
めぐる課題が今現在、それぞれの地域の政
治・経済・社会的な力学の中で、急速な展開
をみている地域である。 

 本研究では、国民国家と先住民族の関係に
ついて、国家の主流社会に対する先住民族社
会の広い意味での同化（主流社会の経済や文
化への先住民諸社会の埋没や統合）と、広い
意味での異化（主流社会に対して、また先住
諸民族同士による社会と文化の独自性の主
張）の歴史と現状を焦点に調査し研究する。
その目的は、先住民族の社会・文化の多様性
を維持しつつ、国家や国際社会としてのコン
センサス（意志決定にかかわる多様な社会集
団の合意）を形成し維持してゆくための理論
と方法について考察することである。 
 現在、先住民族をはじめ、様々な社会集団
の社会・文化の多様性を維持することの重要
性が広く認められている。しかし、その一方
で、国家や国際社会の意志決定の具体的な場
においては、その多様性を維持しつつも、多
様な社会集団の間にコンセンサスをいかに
形成するかということが問題となっている。
多文化主義を掲げる国家の意思決定の場は
もちろんのこと、クジラをはじめとする絶滅
危惧種の保護や環境管理、環境開発などの意
志決定の場では、具体的な意志決定のために
コンセンサスを形成することは避けて通れ
ない課題である。多様性の中のコンセンサス
を実現するにはどうすればよいのかという
課題は、国際社会や国家のレベルから、地域
開発や地域的な環境管理の現場などにおけ
る地域のレベルにいたるまで、あらゆるレベ
ルにおいて共通課題として追い求められて
いる課題である。 

この研究では、こうした地域の先住民族を
めぐる異化と同化のせめぎ合いについて調
査研究を行なっている。こうした先住民族と
国家の関係をめぐる同化と異化の力学に焦
点をあて、その歴史と現状を調査研究するこ
とによって、多様性の中のコンセンサスを形
成するという課題についての理論構築に貢
献しつつ、具体的な方策を模索しているとこ
ろである。 
 以上の地域における実地調査は順調に進
み、最終（2010）年度の仕上げへの作業には
支障はない状況である。  
  
  



３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
当初の計画の達成度がほぼ期待通りであ

り、各地域における資料集がはかどり、考察
を踏まえた理論構築を勧めている最中であ
るので、研究目的を全とうできる見通しであ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現地および文献調査続行 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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